
本研究の目的は、象の卵の殻について、生物、化学、物理、工学などの方面から多角的に調べるこ
とである。今までは、地球上で最大の生物、シロナガスクジラの卵を探してきたが、発見に至らな
かった。そこで研究対象を変更する。現在、象の卵について精力的に文献調査を行っている。

インドとアフリカに行き、ヘリコプターとジープを駆使して空と陸の両面から象の卵を探す。また、
妊娠中の象を保有している動物園でも観察を行う。
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図 1: カモメ

本研究の目的は、象の卵の殻について、生物、化学、物理、工学
などの方面から多角的に調べることである。象の卵の殻は、80kgを
超える体重の子象と、その栄養源である卵黄の大きな質量を支える
だけではなく、卵を暖める親の象の体重も支える必要がある。この
ため、象の卵の殻は、体重の軽い鳥類 (図 1)の卵の殻とは本質的に
異なる構造を持っていると考えられる。また、象の卵の殻の仕組み
が解明されれば、

• 象の生態の解明、恐竜の卵の構造の理解（生物学）、

• 殻の化学生成反応の解明（化学）、

• 殻の原子レベルでの構造と C60 やナノクラスターとの関連の
研究（物理）、

• 人工的に象の殻を作り、車の車体などに応用できる（工学）

など、科学、社会への影響は計り知れない。
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• 基盤研究 (A)(一般)、2004-2005年度、「鯨の卵」、研究代表者、1,234千円
地球上で最大の生物、シロナガスクジラの卵の研究した。クジラの卵の場合は、高い水圧に耐
える必要があるため、堅固の構造となっているはずであり、これが解明されれば、将来、深海
潜水艇への応用も効く。しかし、シロナガスクジラの生息範囲が広い、海に潜っている時間が
長い、生息数も減っている、などの原因により、卵を見つけることができなかった。
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• 非科学研究補助金、2001-2003年度、「マイナスイオンの大量生成による地球分裂」、研究分担
者、800千円
マイナスイオンを発生する装置の増大に伴い、電荷間の反発力が自己重力に打ち勝つ事によっ
て地球が粉々に分裂する可能性について、詳細な検討を行った。この研究は、地球という惑星
を一つ失うことによる占星術への影響を懸念する団体から補助金を得て行ったものである。
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象の卵について、文献調査を行っている。Dr. Seussは”Horton Hatches the Egg”という論文を
1940年に発表している。また最近では、”The Elephant’s Egg”という記録映画が発表されている。
(http://www.elephantsegg.com/)

 

 

 

 

 



初年度は、まずインドとアフリカに行き、最新の技術を駆使して空と陸の両面から象の卵を探す。
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また、アメリカに渡って Dr. Seussの子孫や、論文の出版元の Random Houseを訪ね、論文の基
礎となった研究ノートを見せてもらう。

象の卵の ES細胞の培養、象のクローンの生成などは行わない。象個体を現地から持ち出すことは
ないので、ワシントン条約ならびに生物多様性条約に抵触しない。また、組換え実験は行なわないの
で、カルタヘナ議定書にも抵触しない。

 

 

 

 

 



◯

研究者が生物学、化学、物理、工学と多岐にわたっており、初めに分けておかないと後で収拾がつ
かなくなる可能性が高いため。

「研究計画・方法」欄で述べた研究規模、研究体制等を踏まえると、次頁以降に記入する研究費は
妥当、かつ必要であり、積算根拠も妥当である。
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このように、半ページにもわたって述べてきたように、ありとあらゆる面から考えても、研究費は
妥当、かつ必要であり、積算根拠も妥当である。

 

 



1 9 タケコプター 2 123,000 246,000 ケニア大 9月
小計 246,000

2 0 高圧水タンク・1万気圧 2 34,500 69,000 天王寺動物園 10月
大型フライパン 3 2 6 天王寺動物園 10月
小計 69,006
総計 315,006

タケコプター
燃料

56,789

象の餌代 100,000
卵切断用鋸 3,000

159,789

タケコプター
燃料

80,000

象の餌代 200,000
ハードディス
ク

1,000

281,000

（国内）
研究打合わせ 1,500

（外国）
資料収集 1,500
調査 3,500
打合わせ 1,500

8,000

（国内）
研究打合わせ 1,500
調査 2,700

（外国）
資料収集 1,500
調査 3,500
打合わせ 1,500

10,700

パイロット報酬 3,000
ハンター賃金 2,000

5,000

パイロット報酬 3,000
ハンター賃金 2,000

5,000

通信費 800
卵運搬費 4,000
ジープ借料 4,000

8,800

通信費 800
卵運搬費 4,000
ジープ借料 4,000

8,800
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1 特別推進 文部科学省 研究代表者 採択 18
22

1,234 5,678
8,888 33,333

34

カンガルーの卵

急ぐ時、象は４本足で走るが、カンガルーは後ろ足としっぽを用いて跳ぶ。

カンガルーは有胎類であり、カモノハシとの系統関係からするとあの袋に卵を隠している可能性がある。

1 特定領域 文部科学省 研究分担者 採択 14
20

4,321 8,765
7,777 55,555

10

カバの卵

カバは水に潜ることができるが、象はできない。

カバの卵は浮力を利用でき、象の卵とは異なる淘汰圧を受けていると予想される。
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1 基盤研究 (D) 学振 研究分担者 採択 15
19

888 999
8,888 99,999

19

ラクダの卵

移動手段として、どちらも背中に乗ることができるが、象はジャングルを移動するのに適しているのに対し、ラ
クダは砂漠を移動するのに適している点が異なる。

ラクダのコブには卵が隠されている可能性があるため。

1 萌芽研究 学振 研究分担者 採択 17
27

6,666 9,999
66,666 99,999

21

コアラの卵

コアラは木に住み、象は木の下に住む。

コアラは有胎動物であり、象は本質的に異なる。また、コアラはユーカリの木に住むので、鳥のように巣を作り、
卵を暖めている可能性がある。

  


